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生物多様性条約準備会合での
提言数 4件

35回

95％

90％

国際会議に向けた能力開発勉強会

今年度計画の達成度

活動の全体目標に対する達成度

課題 全助成期間の活動を振り返って

目標

活動内容と成果

　愛知ターゲット達成に向け、生物多様性の認知度低下の一因であ
る現場のNGOのリソース不足と能力不足に対し、その強化に向けた
国際的な連携強化と能力開発を行う。

　国内NGOとの連携強化や提言に向けた能力開発勉強会などの活
動により、当ネットワークが国際会議での提言を進める団体として
認知が広がってきた。しかしながら、より多くの団体の力を集め、地
域での生物多様性保全の課題解決に向けて国際会議で提言するこ
とはまだ十分にできていない。その実現に向けて、さらに広い範囲の
ステークホルダーとの連携を図り、能力開発を進めていきたい。

　連携先をNGOに限らない行政を含むマルチス
テークホルダーに拡大するとともに、これまでに得ら
れた優良事例等を活かし、地域に根差した生物多様

性保全戦略構築を支援することで、愛知ターゲット達成に向け
た貢献を強化していく。
　また、今年度作成した「CBD in a Nutshell日本語版」を活用
し、これまで当会が提唱してきた「国際会議と地域をつなぐ」こ
とをさらに強化していく。

■苦労した点
　専門性や組織運営力を
持つメンバーが限られてお
り、活動が十分に拡大でき
ていない。会員に対する能
力開発に力を入れている
が、国際会議で提言できる
までにはいたっていない。

■工夫した点
　当会主催の会員向け勉
強会・一般向けシンポジウ
ムを継続・拡大し、活動に
参画するメンバーの拡大
を図った。また、国際会議
参加に向けたマニュアル
を作成した。

　12の愛知ターゲットについて提言および能力開発できる能力の
獲得。当会の団体会員10組織以上の国際会議での提言活動参画。国
際会議における現場の事例収集と貢献。

　生物多様性条約締約国会議等において、国内外のNGOを中心
とした多様な主体と連携して生物多様性の保全がより効果的に行
われるよう提言を行い、会議の結果を国内に展開した。「愛知ター
ゲット」達成年の2020年を見据え、主要議題に関する国際会議へ
の提言についてセミナー等で能力開発し、メルマガ・Webサイト・
facebook等の電子媒体及び提言書・論説集等の紙媒体により情報
発信した。
　これにより、10個の愛知ターゲットに関連してのべ15件の提言を
行い、新規に40組織と連携し、のべ17事例について発信した。

今後の
展望

国際会議でワークショップに参加

海辺の環境教育フォーラムで海洋保全を議論

国際会議参加報告会

苦労した点と工夫した点


